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大阪文化祭賞 受賞者決定
平成 29（2017）年度

　大阪府内で1年間に開催された全公演の中から、とくに優れた
成果をあげた人や団体を顕彰する大阪文化祭賞（主催：大阪
府、大阪市、関西･大阪21世紀協会）。昭和38（1963）年の創
設以来54回目を迎えた今年度は、第1部門（伝統芸能・邦舞・
邦楽）、第2部門（現代演劇、大衆芸能）、第3部門（洋舞、洋楽）
の各部門ごとに、大阪文化祭賞と同奨励賞が贈られた。
　第1部門の大阪文化祭賞は、関西を本拠に活動する山本哲
也さん（大鼓方大倉流）と成田達志さん（小鼓方幸流）が2003
年に結成したTTR能プロジェクト、第2部門は2017年10月に
七代目松喬を襲名した落語家の笑福亭松喬さん、第3部門は首
席指揮者の井上道義さんが指揮する大阪フィルハーモニー交響
楽団に贈られた。関西の著名な芸術家や文化人、ジャーナリスト
が公演を観て審査にあたり、最終審査に残った68公演の中から
企画・内容・技術などが総合的に優れた8公演が選ばれた。
　今年3月12日には、リーガロイヤルNCB（大阪市北区）にお
いて各賞の贈呈式が行われた。TTR能プロジェクトの山本さん
は、「我々の世代と共に育っていただけるお客様を作りたくて、15
年前にこのプロジェクトを立ち上げた。試行錯誤の連続だったが、
立派な賞をいただいて努力が報われた思い。今後は
受賞に恥じない舞台を作っていきたい」と挨拶。笑福
亭松喬さんは「中学1年のときにラジオで『初天神』を
聴いて落語家になりたいと思った。（七代目を襲名し
て）落語家としての新しい人生は、多くの人に落語の
楽しさを知ってもらえるよう頑張っていきたい」と喜ん
だ。さらに受賞記念トークで松喬さんは、大学で落語研
究会を創部した先輩の話を紹介。「メンバーが足りな
かったので、コーラス部を作ろうとしていた友人に頼み

込んで幽霊部員に
なってもらったとこ
ろ、そのコーラス部
が潰れて、友人が
落研に残った。それ
が現在の桂文珍さんで、中学や高校で口演をするときは、〝誘わ
れたらやってみよう〟と言っている」と笑いを誘った。
　関西･大阪21世紀協会は、大阪文化祭賞を芸術・文化分
野における人材の発掘や育成、交流事業の一環として重視し、
受賞者の記念公演を主催するなどアピールに努めている。また、
受賞者の一層の励みとなるよう、副賞賞金（大阪文化祭賞20
万円、同奨励賞5万円）や記念盾を当協会より提供している。
審査経緯を報告した堀井良殷理事長は、「受賞された皆様は、
時代を真正面から受け止め、それに向き合いながら芸術の力で
高い表現をされた点が審査委員の方々の注目を集めたと思う。
大阪文化祭賞は半世紀以上の歴史があり、錚々たる歴代受賞
者から、大阪には優れた文化人・芸能人を生み出す土壌がある
と強く感じる。今回受賞された皆様は、また一つ新しい歴史を刻
まれた」と受賞者を讃えた。

　大阪・関西を拠点に活動する優れたアーティストを紹介し、
アーティスト支援の輪を広げることを目的としたアート・アセ
ンブリー（関西･大阪 21 世紀協会主催）。第 9 回を迎えた今年
は、いずみシンフォニエッタ大阪第 37 回定期演奏会における
ソロ演奏で平成 28 年度の大阪文化祭賞・最優秀賞を受賞し
たヴァイオリニストの小栗まち絵さんと、国内外で活躍する
新進気鋭の若手アーティスト6 名による弦楽アンサンブルが
披露された。
　小栗さんは、古典から現代作品まで幅広く取り組み、ソロ、
室内楽、オーケストラリーダーとして活躍。また日本屈指の指
導者として夫の故・工藤千博さんとともに大阪から国内外で
活躍する優れたヴァイオリニストを多く育ててきた。
　この日は小栗さんの受賞をお祝いして、教え子であるヴァ
イオリンの周防亮介さん（メニューイン国際音楽アカデミー
在学）、松岡井菜さん（ウィーン国立音楽大学在学）、芝内もゆ
るさん（相愛大学音楽学部 2 回生）、前田妃奈さん（豊中市立
第一中学校 3 年生）、チェロの芝内あかねさん（相愛大学音楽
学部 4 回生）、 ピアノの田口友子さん（相愛大学非常勤講師）
が、ヴィヴァルディ「四季」やブラームス「ハンガリー舞曲」など
独奏も含めて8 曲を披露。小栗さんは今回のアート・アセン
ブリーのためにオリジナルの編成を用意し、バルトークの「二
重奏曲」は五重奏曲として、サラサーテの「ツィゴイネルワイ
ゼン」は、ソロパートもオーケストラパートも出演者全員が交
代で競演・共演した。参加者は西欧のサロンを思わせる会
場で、若手演奏家の超絶技巧を間近で聴き入った。

　幕間には小栗さんと当協会の佐々木洋三専務理事との対談
が行われた。小栗さんは教え子たちとの共演について「受賞の
理由の一つに大阪で相愛大学を軸に音楽教育に長年携わっ
てきたことがあげられた。私自身、優秀で才能のある生徒たち
と一緒に音楽の道を歩むことは大いなる喜び」と笑顔で語っ
た。また、佐々木専務から演奏家を目指す若者の指導につい
て聞かれ、「本人が好きで、やりたいという強い意欲と努力が
あれば、（演奏技術の）飲み込みも早い。いずれは私を追い越
してくれるだろうと期待する」と答えるなど、小栗さんの温かい
人柄にも触れることができた。終演後は懇親会を開催、出演者
と参加者の交流がさらに深まる素晴らしい一夜となった。
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名演奏家にして名伯楽 小栗まち絵と
世界に羽ばたく6人のアーティスト

若手演奏家の超絶技巧を間近で堪能

平成 29（2017）年度各部門の受賞者
（　）内は受賞成果

笑福亭松喬さんら8 公演に賞を贈呈

第1部門（伝統芸能・邦舞・邦楽）

第3部門（洋舞、洋楽）

第2部門（現代演劇、大衆芸能）

▶大阪文化祭賞
TTR能プロジェクト

（TTR能プロジェクト15周年特別公演「定家」）
▶大阪文化祭 奨励賞

豊竹 穂太夫
（文楽若手会公演『菅原伝授手習鑑』の「寺子屋の段」など）

▶大阪文化祭賞
七代目笑福亭松喬

（三喬改メ 七代目笑福亭松喬襲名披露公演）
▶大阪文化祭 奨励賞

iaku
（「粛 と々運針」「ハイツブリが飛ぶのを」）

玉造小劇店
（本格的小型時代劇・わ芝居～その壱『カラサワギ』）

▶大阪文化祭賞
井上道義指揮 大阪フィルハーモニー交響楽団

（大阪フィルハーモニー交響楽団 第505回定期演奏会に
おける演奏及びバーンスタイン『ミサ』）

▶大阪文化祭 奨励賞
周防亮介

（東京オペラシティ リサイタルシリーズB→C（ビートゥーシー／
バッハからコテンポラリーへ）周防亮介ヴァイオリンリサイタル）
野間　景

（野間バレエ団第25回定期公演『ドン・キホーテ』改訂振付）

小栗まち絵さん：1971 年桐朋学園大学を卒業。日本音楽コンクール第１位
（1968 年）、ヴィエニャフスキ国際 ヴァイオリンコンクール特別賞（1972

年）、エヴィアン（現・ボルドー） 国際室内楽コンクール第1位大賞（1976年）、
エクソンモービル音楽賞（2004 年度）、大阪芸術賞特別賞（2007 年度）、大阪
市市民表彰（文化功労部門）(2009 年度）など国内外の栄えある賞を数多く受
賞。現在、いずみシンフォニエッタ大阪ソロコンサートマスター、相愛大学
名誉教授、東京音楽大学特任教授。

（敬称略）

ー 2018年2月23日・クラブ関西ー


